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〜 平成25年度通常総会のご案内 〜
日　時：平成25年６月６日（木）　
場　所：ホテルメトロポリタン秋田

○通常総会　午後3時30分〜
○表  彰  式　午後5時〜
○懇  親  会　午後5時30分〜　皆様方多数のご参加をお待ちしております。

4月23日（火）、秋田市のホテルメトロポリタン秋田において本会の平成25年度第1回理事会を開催

しました。開催にあたり塩田会長は、「政権が交代し、アベノミクスの効果が一部に見られつつあるも

のの、県内の中小企業は未だ景気の回復を実感できる状況ではない。今年度はものづくり補助金等、

国の施策を活用し、会員組合・企業のニーズに即した支援を行っていきたい。」と挨拶しました。

引き続き、議案の審議が行われ、平成24年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書及び剰

余金処分案の承認、平成25年度事業計画（案）及び収支予算（案）の設定など通常総会への提出議案が

審議され、各議案が満場一致で可決承認されました。

今年度は、ものづくり補助金の地域事務局や中小企業経営力強化支援法に基づく認定支援機関と

して、会員組合に加え、組合員企業の皆様に対しても積極的な支援を行い、『頼られる中央会』として

の使命を果たしていく予定です。

平成25年度� 第1回理事会を開催
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平成24年度の
� 重点事業を振り返って

本会では、平成24年度、中央会活動ビジョンにある『強い組合　強い企業づくり』の更なる推進のため、会員
組合のニーズに応え、県内中小企業の振興を目的に様々な事業を実施しました。

本号では、平成24年度に実施した事業の概要及び成果をご紹介します。

Ⅰ　組合活力向上事業
組合及び組合員企業が抱えている課題等について、必要に応じて専門家とともに集中的な支援を行いな

がらその課題解決を図り、組合活力の向上と組合員企業の経営力の強化等に結びつけることを目的に16組
合を対象に実施しました。実施した組合の一例を紹介します。

【あきた不動産事業協同組合】
組合事業の中核となる「空き家」及び「空き地」の維持管理に関する共同受注事業がより効率的・効果的に

実施できるよう事業運営スキームの確立と実施体制の構築を
目的に事業を展開しました。

具体的には、研修会を4回開催し、その成果として「空家（空
地）管理事業基本計画」をはじめとする共同受注事業運営ス
キームを構築したほか、共同受注事業の案内パンフレットを作
成し、平成25年2月に組合主催の不動産フェアで来場者へ配布
することができました。

また、今後目標としている「公営住宅の維持管理業務」につい
てもノウハウを習得し、指定管理業者としての受注へと繋げて
いくことにしております。

Ⅱ　DC等対応観光産業懇談会
今春のスーパーこまちの運転開始や平成25年秋の秋田デスティネーションキャンペーン（DC）並びに平

成26年の国民文化祭の開催を、本県の観光産業にとって最大のビジネスチャンスと捉え、観光関連の会員
組合等各種団体に参集頂き、観光関連施策に関する意見・要望を吸い上げるための懇談会を開催しました。

2回の懇談会を通じて、秋田DCや国民文化祭の開催概要を観
光関連組合へ情報を提供するとともに、各組合の取り組みや観
光関連施策等に関する意見交換により、観光・物産等に対する
要望等をまとめました。

また、第3回目として「『あきた』を売り込むシンポジウム」を
開催し、講話及びパネルディスカッションを行い、観光関連組
合の取り組み内容を発表するとともに、懇談会で出された意見
等は行政等への要望・提言を行い、今後のイベントに結びつけ
ていくことにしております。

Ⅲ　青年部研究会事業
将来の組合運営を担う若手経営者の人材育成を図ることを

目的に、今年度は4組合青年部を対象に、企業経営の手法や技術
の習得を目的とした研究会を実施しました。

実施した青年部から一例を紹介します。

【秋田県自動車解体処理協同組合青年部】
組合青年部部員の経営者としての資質向上と、業界における

先進的な取り組みについて研究することを目的に事業を実施
しました。

【研修会の様子】

【研修会の様子】

【『あきた』を売り込むシンポジウムの様子】
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Ⅳ　首都圏攻略プロデュース事業
県内食料品関連業界の活性化を図ることを目的に、首都圏で売れる商品の開発から販売促進までを一貫

して支援する『首都圏攻略プロデュース事業』を実施しました。
3年目となる平成24年度は、菓子工房エスポワール（藤里町）が開発した「白神そばプリン」が採択され、商

品・パッケージ等の改良に関する支援を実施しました。また、戸越銀座銀六商店街（東京都）での販売、秋田
空港ターミナルビル売店（秋田市）での試食販売会や「FOODEX JAPAN 2013」への出展を支援すること
で、新たな販路を開拓することができました。

Ⅴ　グループ創業バックアップ事業
平成24年度は、昨年に引き続き企業組合制度を活用したグループ創業を促進するため、創業塾を開催し

ました。創業塾では、延べ3日間に渡り創業前に必要な準備（事業コンセプトの作成、収支予算の設定、マー
ケティング手法等）や具体的な事業計画書の作成方法について学びました。（創業時に活用できる助成金や
融資制度等を含む。）

先進事例として、企業組合の理事長から、創業時の体験や今後の展開等について話を伺いました。
参加者からは、実際に企業組合制度を活用した創業者の活動を目の辺りにしてますます創業意欲が高ま

るなど、大きな成果を収めることができました。
また、グループ創業の一環として秋田県の県魚であるハタハ

タの加工業者の組織化に対する支援を実施しました。
具体的には、ハタハタ加工業者による懇談会を3回開催し、業

界団体としての組織化のメリットや必要性等について意見交
換を行ったほか、先進事例の取り組みについて事例研究しまし
た。

事業の成果として、中央会の継続的な支援を受けて発起人4
名による発起人会が組織され、今後、組織化に向けて活動して
いくことにしております。

Ⅵ　農商工連携人材育成スクール事業
中小企業者と農林漁業者等が連携した新商品開発や既存商

品のブラッシュアップ、販路開拓等を支援するとともに人材の
ネットワーク構築を目的に事業を実施しました。

今年のスクールでは、商品開発力強化のための演習やグルー
プディスカッションを中心とした実践的なカリキュラムで進め
ました。具体的には、競合商品との差別化を図り､他社商品より
優れた商品とするするためのノウハウや考え方等について学
び、参加者の中には、連携等による新商品開発に取り組んだ企業
もみられ、今後のビジネスチャンスの拡大が期待されます。

〜事業を振り返って〜
平成24年度は、各種事業の目的を概ね達成し、それぞれに大きな成果を得ることができました。なお、平成

25年度においても、組合活力向上事業や青年部研究会事業などにおいて皆様方が使いやすいよう一部見直し
を行うことにしておりますので、引き続きご活用ください。

【ハタハタ加工業者による懇談会の様子】

【グループディスカッションの様子】

具体的には、循環型社会を先取りしたゼロエミッションシステムの研究を目的に青森県への視察研修を
実施した他、リサイクル事業の今後の展望や会計管理を強化等についての研修会を実施し、若手経営者の資
質向上を図ることができました。
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ものづくり補助金
� 公募説明会を開催

4月4日（木）、秋田市のホテルメトロポリタン秋田にお
いて、ものづくり補助金（ものづくり中小企業・小規模事
業者試作開発等支援補助金）の公募説明会を開催し、県内
の中小企業者など142名が参加しました。

開会に先立ち、本会髙橋専務理事は、「ものづくり補助
金は、生産プロセスの強化につながる設備投資に活用で
きることから、県内企業活性化のためにもより多くの企
業から申請していただきたい。」と述べました。続いて、本
会より補助事業の概要についての説明や、補助金申請書
の書き方のコツについてアドバイスを行いました。参加
者からは、「事業終了後、どのくらいで補助金が交付され
るか。」や「県内の認定支援機関について教えてほしい。」など､活発な質疑応答が行われました。

4月号でも紹介しましたが、本補助金は対象22分野の「ものづくり技術」を活用した事業を行う中小企業者
に対し、原材料費や機械装置費及び試作品開発の経費についての3分の2（上限1,000万円以内）を補助するも
ので、本会は、秋田県内における地域事務局としてサポートしております。今後も、複数回の公募が予定されて
おりますので、申請をお考えの方は、お気軽にご相談ください。

【お問い合わせ先】
　秋田県地域事務局	 TEL：018－874－9443
	 〒010－0923　秋田市旭北錦町1番47号　秋田県商工会館5階
　ものづくり補助金ホームページ（http://www.chuokai-akita.or.jp/monozukuri/）

【公募説明会の様子】

会員組合探訪
秋田県柔道整復師協同組合
■組合の紹介
「柔道整復師」は整骨院・接骨院の先生方の法律上の正式名称

で、厚生労働大臣の行う国家試験に合格した骨折、脱臼、打撲、捻
挫の治療を行う専門家です。人は自分で治す力（自然治癒力）とい
う素晴らしい能力を持っていますが、その能力を施術によって最
大限に引き出し、回復力を早めることが整骨院、接骨院の最大の
特徴です。

秋田県柔道整復師協同組合（佐藤環理事長）は、秋田県内で整骨
院・接骨院等を経営する柔道整復師174名が、平成23年10月に
設立し、共同購買事業のほか、組合員の資質向上を図るための教
育情報提供事業を行っています。

■主な事業の内容とその成果
組合では、公益社団法人秋田県柔道整復師会と連携し、組合員の経営に関するサポートを行っていますが、

特に、公益法人では実施できない経済事業を積極的に展開しています。
整骨院や接骨院で急性疾患（骨折・脱臼・捻挫・打撲・挫傷〔肉離れ〕）の施術を受けた場合、健康保険の対

象になりますが、保険請求する際に必要な医療費申請用紙（通称：レセプト用紙）の共同購買事業が大きな成
果を上げており（設立認可時の事業計画の235％達成）、組合員の経費削減と経営力の向上に寄与しています。

【患者に治療を行っている佐藤環理事長】
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中小企業組合等支援施策情報
■海外取引支援補助事業　〜海外への取引拡大に向けた取組を支援します〜

国内市場の需要が低迷する中、アジアなど進展著しい地域を含めた海外に新たな販路の開拓を図る中小企
業者等に、経費の一部を補助します。

補 助 対 象 事 業：海外見本市・商談会・物産展等出展、海外市場調査など

補助率補助金の額：補助対象経費の1 ／ 2以内で限度額100万円

事　 業　 期　 間：補助金の交付決定日〜平成26年3月末日まで

募　 集　 時　 期：平成25年5月7日（火）〜 5月27日（月）

【申し込み先・問い合わせ先】　秋田県産業労働部　地域産業振興課　☎018-860-2241

■専門家活用事業　〜専門家による診断・助言が無料で受けられます〜
秋田県信用保証協会では、中小企業者が抱える具体的な課題の発見・解決のための専門家活用事業を実施

しています。費用は無料ですので、是非、ご活用下さい。

対  象  者：�専門家による診断助言が必要であると認められ、秋田県信用保証協会をご利用されている方、又
は、これからご利用いただけることが確実な県内の中小企業組合及び中小企業

派遣分野：①販売・マーケティング　②生産　③法務・労務　④情報化　⑤食品　⑥税務・会計

派遣費用：無料（専門家への謝礼、交通費等は秋田県信用保証協会が全額負担します。）

【申し込み先・問い合わせ先】
　秋田県信用保証協会　☎018-863-9011	 大  館  支  所　☎0186-49-2281
　　　　　　能代支所　☎0185-54-2377	 本  荘  支  所　☎0184-22-5330
　　　　　　大曲支所　☎0187-63-1811	 横手湯沢支所　☎0182-32-2361

■中小企業組織融資制度をご活用下さい
中小企業団体中央会に加入している中小企業組合（中小企業団体の組織に関する法律または商店街振興組

合法に基づいて組織されたもの）及びその組合員は、中小企業のための融資制度をご利用いただけます。（※据
置期間・担保・保証人は株式会社商工組合中央金庫の定めによります。）

○融資目的：近代化・合理化・経営の改善に要するための資金等

○貸付条件：下記のとおり

貸付限度額 資金使途 償還期間 据置期間 貸付利率 保証料
組合員2千万円
組合　5億円

設備・運転 設備10年以内
運転  7年以内 ─ 商工中金所定利率の

0．5％減 ─

【申し込み先・問い合わせ先】　商工中金秋田支店　　　　　　☎018-833-8531
　　　　　　　　　　　　　　本会　総務企画部企画広報課　☎018-863-8701

■今後の展開
組合員は、「整骨院･接骨院」の先生と呼ばれ整骨を業としておりますが、新た

な事業分野として介護予防への参入希望者が多く、組合としても積極的に支援
しています。

平成24年度には、組合活力向上事業（本会の助成事業）を活用し、柔道整復師
の有資格者が機能訓練指導員として介護予防事業へ効果的に参入できるよう、
機能訓練指導員の養成を目的とした研修会を実施しました。この成果として介
護予防事業へ参入した組合員が13名から23名に増え、参入したいと希望する
組合員も増加する傾向にあることから、組合としては引き続きサポートしてい
くこととしています。

【レセプト用紙】
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組合相談コーナー 総会後の事務処理について

Ａ�　通常総会終了後は、法律の規定により、総会議事録、理事会議事録を作成した上で、所管
する行政庁に「決算関係書類の提出」が必要です。また、必要に応じて「役員変更の届出」、
「定款変更の認可申請」等を行う必要があり、登記が必要な事項の変更があった場合は、秋
田地方法務局へ登記申請を行います。
　�　なお、所管行政庁へ提出する決算関係書類、役員変更届、変更登記等は、提出期限が決
まっていますので、遅れないようご注意下さい。

（1）決算関係書類、役員変更届書の提出について
提出書類 提出期限 添付書類 提出部数

決算関係書類 通常総会終了後
2週間以内

・表紙　　　・事業報告書
・財産目録　・貸借対照表
・損益計算書
・剰余金処分案
　（又は損失処理案）
・総会議事録 ・所管行政庁　　1部

・中央会　　　　1部

※�自動車整備業に該当する
組合は秋田運輸支局宛に2
部（合計3部）提出して下さ
い。

※�中央会を経由して所管行
政庁へ提出しますので、中
央会までお届け下さい。

役員変更届書 変更のあった日から
2週間以内

・表紙
・変更した事項
・�変更した理由、変更した年

月日及び変更した内容を記
載した書面

・理事会議事録

定款変更認可
申請書

変更後速やかに

※�決算関係書類と一
緒に提出して頂く
ようお願いします。

・表紙
・変更理由書
　（�変更した事項及び変更し

た箇所を新旧対照で記載
します。）

・総会議事録
・�変更後の事業計画書・収支

予算書
　（事業変更の場合）

注意！！　総会議事録・理事会議事録のコピーを提出する場合、原本証明が必要です。

（2）変更登記手続きについて
登記内容 期　　限 注　意　事　項

代表理事変更 変更後2週間以内 代表理事が再選（同じ人物が選任）されても変更登
記が必要です。

事務所の変更 移転日から2週間以内 事務所を他の市町村に移転する場合は、変更登記前
に定款変更認可申請を行い認可を受ける必要があ
ります。

その他（名称・地区・
公告方法・事業等）
の変更

定款変更認可書到達後
2週間以内

定款変更を伴う場合、変更の効力発生日は、定款変
更認可書が組合に届いた日になりますので、登記期
限は認可書が届いた日から起算します。

詳しくは、本会事業振興部、大館支所、横手支所へお問い合わせ下さい。
また、通常総会終了後に提出が必要な各種書類の書式を本会ホームページよりダウンロードできま
すので、ご活用下さい。

http://www.chuokai-akita.or.jp/youshiki.html

Ｑ�　通常総会が終了した後の事務処理について、教えてください。
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業 界 の 声

麺類製造	 低価格化に歯止めがかからず､生産コストも上昇している。

繊維製品	 ・春物について追加発注があるなど、春物、夏物生産は好調を維持している。
	 ・�円安による材料費の値上げが懸念される。数量の多い定番商品の注文が増えてきており、工場

の操業度が上昇しているように感じる。

一般製材	 ・製材品は春需要向けに動きが出てきた。また、円安により国産材の価格競争力が増している。
	 ・国産針葉樹合板メーカーの出荷量は生産量を上回っており､流通在庫量が減少している。
	 ・�円安が進み、国産材に対する状況が少し好転しそうな感じが窺える。輸入材の入手が難しく、代

替品として国産材の需要が増加傾向になってきている。

プレカット	� 個人住宅の出足が好調で、件数、金額とも前年を大幅に上回り、フル稼働が必要な状況。復興特
需、消費税増税前の駆け込み需要に対応すべく、3月より工場人員を1名増加した。

自動車販売	� 3月の新車販売台数は、登録自動車が4，053台（前年同月比83．8％）､軽自動車が3，262台（同
92．4％）で、合計7，315台（同87．4％）と4ヵ月連続で前年割れとなっているが、エコカー補助
金終了後、メーカーが新型車を投入したこと等により､落ち込みは最小限に食い止められてい
る。

石油販売	� ガソリンは1ℓあたり156円10銭で前月比2円80銭の上昇、軽油1ℓあたり137円40銭で前月
比3円40銭の上昇、配達灯油は18ℓで1，846円と前月比25円の低下となった。ガソリン、軽油
は、前月比では上昇となっているが、依然として値下げ基調が見られ苦戦している。また、灯油も
ピーク時を越えたため､値下げ基調となっている。

商店街	 雪の影響もあり、全体的に客足が悪く売上は前年比マイナスで推移した。（秋田市）

旅行	� 国内97％、海外80％と低調に推移した。県内では、景気回復がまだ感じられず､法人による団体
旅行の動きが鈍い。

管工事	 豪雪の影響により受注工事が経費増となり、厳しい状況が続いている。

景況レポート
（3月分・情報連絡員80名）

県内景況は低調に推移
〜一部業界に持ち直しの動き〜

【概況】3月の県内景況は、前年同月と比較して、景況が「好転」した
とする向きが12．5％（前月調査11．4％）､「悪化」が42．5％（同41．
8％）で、業界全体のDI値は−30．0となり、前月調査と比較して0．4
ポイント上回った。
　内訳として、製造業全体のDI値は−21．8で前月調査（−21．9）と
比較して0．1ポイント上回った。また、非製造業全体のDI値は−35．
5で前月調査（−36．2）と比較して0．7ポイント上回った。
　3月は、降雪や低温によって、商店街やスーパーの客足が鈍り、売上
が伸びなかった。また、建設関係でも現場の作業や、資材等の運搬等
に影響を受けた。
　木材・木製品製造業では、復興需要や春需要、円安による輸入材の
価格上昇が国産材の需要を押し上げたこと等が好転材料となってい
る。全体として景況は低調に推移しており、燃料や原材料の価格上昇
が不安材料となっている。� （回答数：80名　回答率：100％）

※DI値とは、Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）の略で、増加（好転）したとする企業割合から、減少（悪化）したとする企業割合を差し引いた値です。
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● a la carte●アラカルトアラカルトアラカルト
■共同の力を発揮したプルタブ回収活動を展開　〜秋田中央遊技業協同組合〜

本会では社会貢献活動の一環として、空き缶のプルタブを回収してい
ます。これは、限りある資源を大切にするとともにプルタブをさまざまな
ボランティア活動等に活用してもらおうと、会員組合の皆様と一緒に昨
年から始めております。4月現在の回収状況は、累計で68．2㎏で、今年1
月にその一部を一般社団法人環公害防止連絡協議会へ送りました。

約800㎏で車イス1台と交換されることになっております。
現在まで15組合等の皆様にご協力いただいておりますが、特に、秋田

中央遊技業協同組合（新井弘泰理事長）では、組合員企業の各パチンコ
ホールの一角にプルタブ回収ボックスを設置し、来店されたお客様と一
体となって取り組んでいただき、これまでに23．4㎏を回収するなど大き
な成果を挙げております。

本会では、継続してプルタブ回収に取り組んでおりますので、引き続き
皆様のご協力をお願い致します。

■セブン－イレブンのレシートでサービス企画実施　〜秋田市通町商店街振興組合〜
秋田市通町商店街振興組合（佐藤政則理事長）は、大手コンビニチェー

ン「セブン－イレブン」が秋田市内に初出店したことを受けて、3月28日
から4月10日までセブン－イレブンのレシート持参者を対象にサービ
ス企画を実施しました。

これは、組合員の各店舗（一部店舗を除く。）が、商店街に出店した「セ
ブン－イレブン秋田通町店」のレシートを持参したお客様を対象に、
キャンディーや眼鏡クリーナー等の粗品を進呈するサービスを行うも
のです。商店街にはこれまで15年間コンビニの出店がなかったため、こ
の度のセブン－イレブン秋田通町店の出店を大歓迎しており、組合で
は、新たなお客様に商店街へ足を運んで頂けるきっかけになればと期待
を寄せています。

■空き店舗にリビングルーム開設　〜協同組合鷹巣銀座通り商店会〜
協同組合鷹巣銀座通り商店会（和田清彦理事長）は空き店舗活用の一環として地域密着型リビングルーム

を平成25年3月にオープンしました。このリビングルー
ムは、大館市のNPO法人「ゼロダテ」の支援を受け、空き
店舗2部屋（約30㎡と40㎡）にカーペットを敷き、住民か
ら提供してもらったソファーなどを配置しています。今
後は、ある程度の家具が集まった時点で地域住民による
物々交換をスタートさせ、リビングルームにある家具と
引換に不要な家具を持ち込むことで模様替えを楽しむ
ことができます。地域の皆さんが気軽に立ち寄り、休む
ことができる「地域の居間」として開放されております
ので、是非一度お立ち寄り下さい。

【パチンコホールに設置されている
プルタブ回収ボックス】

【リビングルーム】
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【組合の紹介･PR】　当組合は、大仙市において一般廃棄物処理業（し尿収集運搬業務）
を行っている7名で設立されました。大仙市では、今後、下水道普及率の上昇に伴い、業
務量の減少が想定されます。そこで、仕事量の確保について検討していたところ、平成
25年4月に、小型家電のリサイクルを推進するための法律として「使用済み小型電子
機器等の再資源化の促進に関する法律」が施行される予定となっているため、ステー
ション回収業務の受注を目指すことと致しました。

このほか、購買事業、環境保護等の教育情報事業についても積極的に行い、組合員の
体質強化、また経済的地位の向上を図り、資源確保、廃棄物減量化という多角的な視点
から循環型社会形成の一翼を担って行くことを目的としています。佐々木理事長

○業界の現状について
当組合は、平成12年に縫製業者が共同販売、共同購買や外国人技

能実習生（以下、「実習生」という。）の受入を目的として設立しまし
た。現在、実習生の共同受入事業を中心に活動していますが、中国で
は、急激な経済成長に伴い、日本との人件費の差が小さくなってきて
おり、有能な人材を集めることが難しくなっています。
○理事長としての抱負
当業界では、多品種少量の発注に対応することや、メイド・イン・

ジャパンならではの質の高い製品をつくることが課題となっており
ます。言葉や生活習慣の違いがある実習生と仕事を進めるためには
コミニュケーションを密にし、チームプレーで様々な業界の課題に
取り組んでいかなければなりません。そのために、地域の行事に参加
したり、日本語作文コンクール等の実施を通じて、日本語能力の向上
を図っています。
○座右の銘
大切にしている言葉は二つあります。一つは、中学時代の恩師の言葉で、「決心・実行・継続心」です。私が仕事

に向かうとき、この言葉が基本姿勢となっています。もう一つは、高校時代の校長先生が訓示された言葉で、「汝
（なんじ）何のためにそこにありや」です。年齢や経験を重ねて、今後の生き方や目標について考えるときに、この
言葉の重みを感じます。
○趣味
趣味は、読書とゴルフ、家庭菜園です。視野を広げるために歴史小説や経営学の本をよく読んでいますが、特に

「プレジデント」を長年愛読しています。ゴルフは、年20回程度プレーしており、雄大な自然を満喫できるところ
が好きです。家庭菜園もその延長線上にあり、土いじりを通して季節を肌で感じています。

コーディネート秋田協同組合
理事長　佐賀　善美 さん

新設組合紹介新設組合紹介 秋田循環資源協同組合

●所  在  地　秋田県大仙市北楢岡字小路袋253番地の3
●代表理事　佐々木　正光
●出  資  金　700，000円
●組合員数　7名
●主な事業　共同購買、共同受注
●成立年月日　平成25年3月27日

【理事長から一言】
今後の抱負…私ども「秋田循環資源協同組合」は読んで字の通り

「ゴミから資源」への転換を進めるために設立しました。生命と言
わず物質も全て循環の中で考え捉えると無駄が無くなりあらゆる
連携が生まれます。循環が命です。

第65回中小企業全国大会（滋賀県大会）開催日程のお知らせ
日　時：平成25年10月24日（木）
場　所：滋賀県立芸術劇場　びわ湖ホール（滋賀県大津市）

※　全国大会開催に伴い､本会では、滋賀・京都を巡る1泊2日のオリジナルツアーを企画いたします。
　　ツアーの詳細が決定しましたら､あらためてご案内いたしますので、是非ご参加下さい。
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インフォメーションインフォメーションインフォメーション
公益財団法人あきた企業活性化センターでは、創業・起業家や新事業分野進出を目指す意欲的な企業に事

務スペースを提供し、インキュベーション・マネージャーによる創業後の経営支援を行っています。

室　名 空室数 広　さ 料　金（月額）

創業支援室A 3 17㎡〜 22㎡ 21，000円

創業支援室B 1 48㎡ 50，000円

※保証料・敷金等は不要ですが、電気料金等の負担があり、電話は自己設置となります。

対　  象　  者：創業後5年未満の個人又は法人
入  居  期  間：入居日から1年間。（最大3年まで更新可能。）今後創業を予定している方も入居できます。
支援サービス：�専任のインキュベーションマネージャーが経営全般についてサポートするほか、国・県の

各種施策を活用した経営・技術の両面にわたる支援が受けられます。

【お問い合わせ先】　公益財団法人あきた企業活性化センター　総務相談グループ
　　　　　　　　　総合相談・調整担当　☎018-860-5610

中小企業基盤整備機構（以下、中小機構）では、中小企業組合や組合青年部等を対象に、「中小企業会計啓発・
普及セミナー」を開催します。

本セミナーでは、中小企業の皆様が「中小企業の会計に関する基本要領（以下、中小会計要領）」に則った決算
書の作成を通じて、「経営分析力」、「資金調達力」、「受注開拓力」を強化することを目的としておりますので、会
員企業の経営力強化に、是非、お役立て下さい。（講師は、中小機構が選定して派遣します。）

○開催時期：平成25年5月から平成26年2月まで
○開催人数：10名以上でお申し込みください。

【お問い合わせ先】　本会工業振興課　☎018-863-8701

なお、全国の信用保証協会では、平成25年4月から、中小会計要領を会計ルールとして採用する企業に対し、
信用保証協会が保証料率を0．1％割り引く制度を開始しています。

○申込期間：平成25年4月1日〜平成28年3月31日

【お問い合わせ先】　秋田県信用保証協会　☎018-863-9011

「地域中小企業の人材確保・定着事業」に公益財団法人秋田県ふるさと定住機構（以下、秋田県ふるさと定住
機構）が本県の実施機関に決定しました。

この事業は、本県の魅力ある中小企業に一人でも多くの地元で学んだ学生が就職するよう､県内の中小企
業・小規模事業者と大学生との交流の場を設けるとともに、大学生等の就職活動の支援や、採用後の人材定着
を図るための支援事業を行うものです。

中小企業の皆様の人材確保の一助となる事業ですので、是非、一度ご相談下さい。

【お問い合わせ先】　秋田県ふるさと定住機構
　　　　　　　　　〒010-1413　秋田市御所野地蔵田三丁目1番1号　秋田テルサ3階
　　　　　　　　　☎018-826-1731 ／ FAX 018-826-1732

創業支援室をご活用下さい

中小企業会計啓発普及セミナーを開催します

「地域中小企業の人材確保・定着支援事業」の実施機関が決定しました

【Aタイプ（17〜 22㎡）】



秋田流通サービス事業協同組合

〒013-0001　秋田県横手市杉沢字中杉沢 592番地の 3
TEL 0182-33-2561　FAX 0182-33-1299

※順不同

㈱出羽運輸 里見運送㈲ 合資会社塩喜運送

㈲川津商事 千歳運送㈲ ㈲丸橋運輸

六郷小型貨物自動車運送㈱ 姉崎商運㈱ ㈱三ウラ産業

㈱仙建 豊幸商事運輸㈲ 日通横手運輸㈱

㈲藤原運送 ヨコウン㈱ 大曲小型貨物自動車運送㈱

角間川運送㈱ 田沢湖運送㈱ 十文字運送㈱

エコー運輸㈱ 湯沢運送㈱ 川連運送㈱

㈱岡部興業 ㈲北國急行 ㈱美郷運輸

山　岡　緑三郎

理事長　藤原忠一郎

〒010-0967 秋田市高陽幸町8番17号岸ビル内

リース・保険で
安心と安全をお約束
リース・保険で
安心と安全をお約束

株式会社

北日本リース
TEL.018-883-1888　FAX.018-883-1822

株式会社

北日本ベストサポート
TEL.018-896-5080　FAX.018-896-5087
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